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掲載団体や話題、表紙の写真を大募集！
スポーツ、サークル活動など、皆さんに広く知ってほしいニュースがある団体や個人を募集します。また、表紙の写
真を募集します。掲載を希望される方は、丹後市民局までご連絡をお願いします。
【連絡先】京丹後市市長公室丹後市民局（℡0772-69-0714）
※誌面の都合上、全ての希望に沿うことはできません。ご了承ください。

丹後町な場所♨
丹後市民局職員が丹後町を応援する人や魅力的な場所を紹介するコーナー

在日米陸軍軍楽隊コンサート＠久美浜公会堂

丹後市民局

松本重太郎翁は渋沢栄一氏と肩を並べる明治財界の
巨頭で、城山三郎著の「気張る男」のモデル。松本重
太郎翁生誕の地である丹後町間人。「丹後地域公民館
」には翁の功績を記録した「松本重太郎ギャラリー」
があります。
松本重太郎は、わずか10歳で京都へ奉公に出て、そ

の後大阪で独立。第百三十国立銀行をはじめ、大阪紡
績（現：東洋紡績）、大阪麦酒（現：アサヒビール）、
日本最初の私設鉄道である阪堺鉄道（現：南海鉄道）、
山陽鉄道（現：JR西日本）、毎日新聞社など今に続く
大企業の前身ともなる４１社の創業・設立に身を投じ、
明治期の関西産業界を牽引しました。

「松本重太郎ギャラリー」

２月18日（土）、京丹後市国際交流協会と米
陸軍経ケ岬通信所の主催で在日米陸軍軍楽隊コ
ンサートが久美浜公会堂で開催され、約80名が
参加しました。

神奈川県座間市のキャンプ座間を本拠地とし

て活動している在日米陸軍軍楽隊を招き、「イ

ン・ザ・ムード」他アップテンポな曲からス

ローバラードまで全14曲が披露され、聴衆は、

その音色に酔いしれていました。

ギターやサックスなど、それぞれの楽器でソ

ロパートがあり、特に「チュニジアの夜

」のトランペットのソロパートの音色はすばら

しく、ソロパート終了後は拍手喝采の大盛りあ

がり。大きな拍手に包まれてコンサートは終了

しました。

丹後地域公民館１階にある松本重太郎ギャラリー
公民館開館日にご覧いただけます。

丹後町の人口

京丹後市内の地域の動きやトピックスをお届けする

出張版 Tango地域 news

演奏会の様子トランペットのソロ演奏

新たに加わったヴォーカル サックスのソロ演奏

無病息災を願って連綿と受け継がれる伝統行事「百度打ち」（間人岡成地区）
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丹後町内の地域の動きやトピックスをお届けする

Tango地域 news

龍
谷
大
学
今
里
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

宇
川
地
域
で
の
活
動
報
告
会

の
指
導
の
も
と
、
人
口
減
少
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

の
増
加
や
集
落
機
能
の
低
下
が
、
住
民
の
定
住
化

意
識
を
低
下
さ
せ
、
宇
川
に
住
む
意
味
や
誇
り
を

見
失
っ
て
い
る
こ
と
が
宇
川
地
域
の
課
題
と
考
え
、

今
年
度
は
宇
川
小
学
校
と
連
携
し
、
６
年
生
の
総

合
学
習
の
中
で
、
地
域
住
民
を
講
師
に
招
き
、
児

童
と
と
も
に
宇
川
地
域
を
調
べ
る
こ
と
で
、
地
域

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
川
地
域
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
使
用

し
た
「
山
の
み
え
る
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー
」
、
「
海
の

み
え
る
鯖
カ
レ
ー
」
に
加
え
、
今
年
度
は
宇
川
で

収
穫
さ
れ
た
梅
を
使
用
し
た
「
宇
川
で
育
っ
た
陽

だ
ま
り
完
熟
梅
ジ
ャ
ム
」
、
「
宇
川
で
育
っ
た
甘

酸
っ
ぱ
い
完
熟
梅
ジ
ャ
ム
」
を
新
た
に
販
売
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
海
の
京
都
の
文
化
観
光
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

経
ケ
岬
灯
台
の
重
要
文
化
財
指
定
を
記
念
し
て
、

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
、
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
京

都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
主
催
、
京
丹
後
市
、
伊

根
町
、
伊
根
町
教
育
委
員
会
後
援
で
令
和
４
年
度

海
の
京
都
の
文
化
観
光
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
３

月
４
日
（
土
）
、
５
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

３
月
４
日
（
土
）
は
文
化
庁
文
化
財
第
二
課
調
査

官

番
光
氏
に
よ
る
講
演
「
経
ケ
岬
灯
台
の
文
化

財
的
価
値
」
、
３
月
５
日
（
日
）
は
「
経
ケ
岬
灯

台
と
文
化
観
光
資
源
の
観
光
周
遊
活
用
に
つ
い

て
」
の
討
論
が
予
定
さ
れ
、
経
ケ
岬
灯
台
保
存
会

の
山
口
圭
一
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
す
。

〇
３
月
４
日
（
土
）

・
時
間
：
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

・
場
所
：
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場
）

京
丹
後
市
丹
後
庁
舎
２
０
４
会
議
室

・
定
員
：
50
名
（
事
前
申
込
は
不
要
で
す
）

〇
３
月
５
日
（
日
）

・
時
間
：
正
午
～
午
後
２
時

・
場
所
：
京
丹
後
市
丹
後
庁
舎
２
０
４
会
議
室

・
定
員
：
50
名
（
事
前
申
込
は
不
要
で
す
）

間
人
岡
成
地
区
の
伝
統
行
事

「
百
度
打
ち
」
に
今
年
も
飛
び
入
り
参
加

佛
教
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
Ｐ
Ｂ
Ｌ

豊
栄
地
域
で
の
活
動
報
告
会

２
月
11
日
（
祝
）
、
「
豊
栄
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
と
連
携
し
、
豊
栄
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
「
佛
教
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
Ｐ
Ｂ
Ｌ

※

1

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
令
和
４
年
度
活
動
報
告

会
が
旧
豊
栄
保
育
所
で
開
催
さ
れ
、
豊
栄
地
域
の

区
長
他
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

豊
栄
地
域
で
は
佛
教
大
学

大
束
准
教
授
の
指

導
の
も
と
、
令
和
元
年
度
か
ら
「
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
ふ
れ

あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
「
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
、
「
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
継
続
的
に
行
う
た
め
に
は

参
加
者
も
企
画
者
も
全
員
が
楽
し
め
る
取
組
み
が

活動報告を行う佛教大学学生

必
要
と
考
え
、
「
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
「
お
み
ゃ
～
の
夢
を
か
な
え
ち
ゃ
ろ
か
」
と
題

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の
子
ど

も
の
夢
を
聞
き
、
今
年
度
は
豊
栄
夏
花
火
や
熱
気

球
乗
船
体
験
を
実
施
し
、
「
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
昨
年
度
試
作
し
た
「
柿
ジ
ャ
ム
」

を
改
良
す
る
と
と
も
に
、
「
桑
の
葉
茶
」
の
試
作

に
取
り
組
み
、
商
品
化
を
目
指
し
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
学
生
が
豊
栄
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
活
気
が
生
ま
れ
る
た
め
、
今

後
も
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。
」
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。

※

1

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学
修
）
と
は
、
学
生

が
社
会
に
出
て
地
域
社
会
で
生
活
し
て
い
る

人
々
や
働
い
て
い
る
人
々
と
一
緒
に
、
そ
の

地
域
や
働
く
場
の
問
題
や
課
題
を
発
見
し
、

大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
そ
の
問
題

や
課
題
の
解
決
策
を
考
え
実
践
す
る
こ
と
で
、

社
会
に
出
た
時
に
役
立
つ
実
践
的
な
知
識
を

学
ぶ
学
修
ス
タ
イ
ル
で
す
。

２
月
11
日
（
祝
）
、
龍
谷
大
学
今
里
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
令
和
４
年
度
活
動
報
告
会
が
宇
川
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
イ
フ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
、
宇
川
地
域
の
区

長
他
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

宇
川
地
域
で
は
龍
谷
大
学

今
里
佳
奈
子
教
授

活動報告を行う龍谷大学今里ゼミナールの学生

２
月
５
日
（
日
）
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
、

豊
漁
を
願
い
、
上
半
身
裸
で
化
粧
ま
わ
し
を
締
め

た
「
若
者
」
が
間
人
地
内
の
神
社
を
巡
る
岡
成
地

区
の
伝
統
行
事
「
百
度
打
ち
」
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
京
丹
後
市
観
光
公
社
職
２
名
が
飛
び
入
り

参
加
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
た
た
め
、
当
職
も
昨
年

に
引
き
続
き
飛
び
入
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

昨
年
は
早
朝
か
ら
時
折
雪
が
強
ま
る
悪
天
候
で

岡
成
地
内
を
巡
回
し
、
早
尾
神
社
を
参
拝
す
る
コ

ー
ス
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
岡
成
公
民
館
を
出
発
し
、
後
ヶ
浜
海
岸

で
体
を
清
め
、
奉
納
す
る
小
石
を
拾
い
、
三
柱
神

丹後町内の地域の動きやトピックスをお届けする
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社
（
向
地
地
内
）
、
稲
荷
神
社
（
谷
地
内
）
、
早

尾
神
社
（
岡
成
地
内
）
の
順
で
参
拝
す
る
「
い
つ

も
の
」
コ
ー
ス
を
総
勢
14
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

昨
年
は
経
験
者
の
方
々
が
裸
足
で
走
る
中
、
当

職
は
わ
ら
じ
を
履
い
て
走
る
こ
と
を
選
択
し
た
た

め
、
巡
回
中
に
わ
ら
じ
が
凍
り
、
人
よ
り
強
い
寒

さ
を
経
験
す
る
結
果
に
。
昨
年
の
反
省
か
ら
今
年

は
裸
足
で
走
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
神
社
境
内
の

玉
石
を
裸
足
で
踏
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
激
痛
を

味
わ
う
結
果
に
。
一
緒
に
走
っ
た
岡
成
地
区
の

「
若
者
」
に
話
を
聞
く
と
、
中
に
は
25
年
間
走
り

続
け
て
い
る
人
も
あ
り
、
「
何
回
か
走
る
う
ち
に

寒
さ
、
痛
み
と
も
次
第
に
慣
れ
て
く
る
よ
。
」
と

や
ん
わ
り
と
来
年
の
お
誘
い
も
受
け
ま
し
た
。

今
年
も
当
職
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
快
く
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
岡
成
地
区
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
丹
後
市
民
局

小
西

晋
哉
）

裸足で疾走

後ヶ浜海岸で小石を拾う

稲荷神社

早尾神社

丹
後
町
に
ま
つ
わ
る
古
い
写
真
を
募
集
し

ま
す
！

丹
後
市
民
局
通
信
「
ル
ッ
ク
ル
ッ
ク
」
で
は
、

令
和
５
年
４
月
号
よ
り
丹
後
町
内
の
古
い
街
並
み

や
地
元
に
伝
わ
る
行
事
・
祭
事
を
写
し
た
古
い
写

真
を
紹
介
し
、
昔
の
丹
後
町
の
た
た
ず
ま
い
や
生

活
ぶ
り
を
紹
介
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
予
定
で

す
。
秋
祭
り
で
の
太
刀
振
り
の
様
子
を
写
し
た
写

真
な
ど
懐
か
し
い
写
真
を
ご
提
供
願
い
ま
す
。

写
真
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
丹
後
市
民
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
電
話
：
６
９‐

０
７
１
４
）


